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ぼくたちの いえ
アーノルドは いつも ふねにのって うみに でかけていた。
アーノルドにとって うみは ともだちだった。でも そんな あるひ、おおきな なみが アーノ
ルドの ふねに おそいかかってきた。アーノルドの ふねは うみに しずんでしまった。
でも あんしんして、アーノルドは うまれつき ながい はなを もっていた。シュノーケルみた
いに つかえば、ほら おぼれずに およぐことが できる。
ながい あいだ なみに ながされて、アーノルドは とってもちいさな しまに たどりついた。
アーノルドは むかし ふなのりの おじいさんが よんだ しを おもいだした。
「ひとり さびしく みわたすはひろい うなばら それだけさ！」
でも あんしんして、アーノルドの はなは おおきな おとを だすことが できた。トランペッ
トみたいに つかえば、ほら とおくまで こえを とどけることが できる。「なんていう きょ
くなの？」いっぴきの さかなが アーノルドに たずねた。
「SOSだよ」アーノルドは いった。「たすけを よんでいるんだ」でも、だれも アーノルド
を たすけに きてくれなかった。
アーノルドが もういちど しまの まわりを みていると、ちょうど そこに アーノルドの キャ
プテンぼうしが ながれてきた。
アーノルドは ぼうしを ひろいあげ あたまに かぶった。と、そのとき すいへいせんに ちい
さな ふねが うかんでいるのが みえた。
それは ネズミの ふねだった。
やっと たすかった！ と おもったのに…
アーノルドは できるだけ たくさん ふねの かけらを ひろいあつめた。
さすが ふなのりの アーノルド、ひもの むすびかたを たくさん しっていた。
それから すぐに としよりの イヌが ふねに のって やってきた。
アーノルドは そっと ふねに のりこんだけど…
わあ！ また ふねの そこが ぬけてしまった。
ふたりに たすけてもらって、アーノルドは しまを おおきくすることが できた。
つぎの ひの あさ、さかなつりの ふねが ものすごい はやさで しまに ちかづいてきた。
なのに またもや だいしっぱい！ ふねは こわれてしまった。
みんなは ぶじに しまの うえに あがることが できた。
アーノルドは どんなものにも つかいみちが あることに きがついた。たとえ それが こわれ
た ふねだったとしても。
そのよる、ぎんいろに かがやく つきあかりの したで、アーノルドたちは おどった。
そして、ひとばんじゅう クジラたちから おしえてもらった うたを うたった。
アーノルドたちの すてきな うたごえは すぐに みんなの ところへ ひびきわたった！
みんなは すぐに アーノルドたちの しまを めざして ふねを こぎはじめた。
アーノルドは よろこんで みんなを むかえいれた。「ここには いつだって みんなの へやが
ある」
でも そんな あるひ、そらが まっくろに そまった。かぜが つよく ふきつけ、うみは ひどく 
あばれだした…



みんなが、アーノルドを みていた。
もう いえに かえらなきゃ いけないのかな？
「このしまを まもりたい」アーノルドは いった。「ぼくに いいかんがえがある」


